
ハセッパ－®の抗菌試験に関するデータ

株式会社 テ ク ノ マ ッ ク ス

Ver.03



本資料は、ハセッパー生成装置にて生成された殺菌水の効果を検
証するために、各提携企業が独自に第三者機関の日本食品分析セン
ターに依頼し得られた貴重なデータです。 また研究機関による実
験データを元に簡潔明瞭に記載したものであります。

文中の「ハセッパー®」は、当社の登録商標であり ハセッパーシ
ステム同様、この殺菌水生成装置から生成された水であることを示
します。

各位におけるシステム導入ご検討用にご参考資料として提出する
ものです。

ご参考になれば幸いです。

ご下命をお待ち申し上げます。

平成１７年６ 月

株式会社 テクノマックス

はじめに



殺菌効果試験 （Ｉｎ ｖｉｔｒｏ ： 試験管内)

試験菌を添加した時の試験水の生菌数

試験先 ： （財）日本食品分析センター
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１ｍｌ当たりの生菌数
添加菌数殺菌水試験菌

１） ハセッパー ： 有効塩素濃度５７ｐｐｍ ｐＨ７．２（２３℃）

２） 塩化ベンザルコニウム ： 有効濃度 ０．０５％

３） 次亜塩素酸ソーダ ： 有効濃度 ２００ｐｐｍ



殺ウイルス効果

試験内容

試験方法

各種のウイルスをハセッパー（次亜塩素酸水溶液）に接触させます。このとき、ウイルスの
生死を確保するために宿主となる培養細胞にウイルス液を撒き、培養細胞の変性で判断し
ます。

各種のウイルス液を１０μｌをハセッパー１ｍｌ添加し、室温でも５秒間後、各種細胞へ １
０μｌ添加し、３７℃二酸化炭素中で培養後、細胞変性の有無を判断した。
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抗 菌 試 験 デ ー タ

青 果 物 編

検体 ： キャベツ・玉葱・長葱・グリーンカール
サラダ菜・包丁

２．５×１０４１．４×１０６サラダ菜

３００以下４．４×１０５グリーンカール

３００以下２．２×１０５長葱

３００以下１．９×１０３玉葱

３００以下４．２×１０４キャベツ

殺 菌 後殺 菌 前検 体

殺菌後 濃度 ：１００ｐｐｍ 浸透時間 ： １０分間

陰 性陰 性陰 性黄色ブドウ球菌

陰 性陰 性１．１×１０４大腸菌群

９．０×１０３４．０×１０３１．１×１０５一般生菌数

長 葱

殺菌後Ｂ殺菌後Ａ殺菌前検査内容検 体

殺菌後Ａ 濃度 ：５０ｐｐｍ 浸透時間 ： １０分間

殺菌後Ｂ 濃度 ：１００ｐｐｍ 浸透時間 ： ５分間

陰 性陰 性黄色ブドウ球菌

陰 性１．７×１０３大腸菌群

１００未満３．９×１０３一般生菌数

包 丁

殺菌後殺菌前検査内容検 体

殺菌後 濃度 ：１００ｐｐｍ 浸透時間 ： ５分間



抗 菌 試 験 デ ー タ

鮮 魚 編

検体 ： 紅鮭切身 ・ タラコのバラ子

陰 性陰 性大腸菌

陰 性陰 性黄色ブドウ球菌

陰 性陰 性腸炎ビブリオ

＜１０＜１０大腸菌群

５．０×１０２７．０×１０３一般生菌数

包 丁

殺菌後殺菌前検査内容検 体

殺菌後 濃度 ：２００ｐｐｍ ⇒ １００ｐｐｍ 浸漬 ： ５分間

陰 性陰 性大腸菌

陰 性陰 性黄色ブドウ球菌

陰 性陰 性腸炎ビブリオ

３．８×１０２５．０×１０３ ＜大腸菌群

８．９×１０４１．０×１０５ ＜一般生菌数

バ ラ 子

殺菌後殺菌前検査内容検 体

殺菌後 濃度 ：２００ｐｐｍ ⇒ ５０ｐｐｍ 浸漬 ： ５分間



抗 菌 試 験 デ ー タ

食 中 毒 細 菌 編

検体 ： Ｏ－１５７ ・ 大腸菌 ・ 黄色ブドウ球菌
緑膿菌 ・ サルモネラ菌 ・ レジオネラ菌

００００１０５サルモネラ菌

００００１０５緑膿菌

００００１０５黄色ブドウ球菌

００００１０５大腸菌

００００１０５Ｏ－１５７

１０分経過５分経過１分経過開 始 時菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ：２００ｐｐｍ

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅡ群

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅠ群

１０分経過５分経過１分経過菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： ５０ｐｐｍ

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅡ群

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅠ群

１０分経過５分経過１分経過菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ：１００ｐｐｍ

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅡ群

＜１０１＜１０１＜１０１１０４レジオネラⅠ群

１０分経過５分経過１分経過菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ：２００ｐｐｍ



抗 菌 試 験 デ ー タ

細 菌 編

検体 ： セラチア菌 ・ バチルス菌

０００１０５セラチア菌

１０分経過５分経過１分経過菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： ５０ｐｐｍ

０００１０５セラチア菌

１０分経過５分経過１分経過菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： １００ｐｐｍ

００００１０５バチルス12210

００００１０５バチルス6633

１０分経過５分経過１分経過開 始 時菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： ５０ｐｐｍ

ハセッパーとエタノール抗菌比較試験

００００１０５バチルス12210

００００１０５バチルス6633

１０分経過５分経過１分経過開 始 時菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： １００ｐｐｍ

００００１０５バチルス12210

００００１０５バチルス6633

１０分経過５分経過１分経過開 始 時菌 数試験株菌名

ハセッパー濃度 ： ２００ｐｐｍ

５７７９１０５バチルス12210

１０分経過５分経過１分経過開 始 時菌 数試験株菌名

エタノール ９９．５％



抗 菌 試 験 デ ー タ

手 指 洗 浄 編

方法 ： ハセッパーでの洗浄
ハセッパーおしぼり

＜ ２０２．０×１０２

＜ ２０５．０×１０２

＜ ２０１．４×１０２

＜ ２０４．５×１０２

＜ ２０１．８×１０２石鹸で汚れ・油分を落として、
水温１５℃のハセッパーで１
５秒間洗浄

＜ ２０＜ ２０

＜ ２０３．０×１０２

＜ ２０＜ ２０

＜ ２０２．６×１０２

＜ ２０２．７×１０２石鹸で汚れ・油分を落として、
水温１５℃のハセッパーで１
０秒間洗浄

洗 浄 後洗 浄 前試 験 方 法

ハセッパーでの洗浄

洗浄後 ： 濃度 ５０ｐｐｍ

ハセッパーおしぼりによる拭き取り

５．０１．０×１０３ ＜バチルス

２．６×１０８．４×１０ＣＮＳ

００黄色ブドウ球菌

３．１×１０１．０×１０３ ＜一般生菌数

殺 菌 後殺 菌 前検 体

洗浄後 ： 濃度 ２０ｐｐｍ



抗 菌 試 験 デ ー タ

空 間 噴 霧 編

ビークルカート ： 実験室 ・ 手術室
卓上噴霧器 ： テント

空間噴霧試験
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濃度 ： １００ｐｐｍ 噴霧方法 ： ２流体噴霧

ビークルカート 卓上型噴霧器
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